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ソフト開発の上流から下流までをカバー製品・サービスを展開

当社製品の全体像

90s 00s 10s 20s

●創業(88) ●Vector Japan(98)

検証

実装

設計

S
W

開
発

工
程

上流

下流

●CANalyzer(92)

●CANoe(94)

●Embedded SW(94)

●CANape(96)

●CANdelaStudio(00)

●DaVinci(03)

●VX1000(06)

●Microsar(08)

●VT System(08)

●VN16/8900(10)

●PREEvision(11)

●vVIRTUALtarget(14)

●VN5610, vTESTstudio(13)

● VectorCAST(16)

●VIO(23)

上流工程もカバー

<代表製品>

本資料のスコープ

計測・適合・解析ネットワーク開発 各種ハード

CANapeCANoe VNシリーズ

コンフィグツール組み込み

E/Eアーキ設計診断設計

PREEvisionCANdelaStudio

DaVinciMicrosar

◆ 当社製品展開の歴史
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車載ソフト開発向けの検証ツール。右バンク業務を広範囲にカバー

概要ー CANapeとは

⚫ 実装

⚫ コンポーネント評価

求められる検証内容:

⚫ 車両でCANや映像、GPSデータを取得

⚫ 車載してデータを取り続ける

⚫ HILSでの基本動確

⚫ 実装ソフトが期待通り機能するかチェック

⚫ A2Lを作成する

⚫ 基本機能の品質をチェックする

CANapeが提供する機能:

⚫ CAN, 映像, GPS計測対応

⚫ 車載ロガー対応

⚫ RAM計測や適合機能

⚫ リモート・API HILS連携機能

⚫ A2L作成対応

⚫ スクリプトによる自動化

CANapeを主に

活用いただける工程＝右バンク

⚫ システム/フリート評価

XCP

Serial

◆ V字プロセスにおけるCANapeの機能

CANape
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◆ 機能の全体像

データ計測・適合・解析機能を軸に、MBD連携やOBD計測等へ標準対応

概要ーCANapeの機能

データ計測

評
価

実
装

設
計

適合

解析

フラッシュ 診断

MBD連携 自動化

Driver Assistance バイパス

vCDM Thermodynamics

S
W

開
発

プ
ロ

セ
ス

• CAN, RAM値, Ethernet等のデータ計測
• アナログやADASセンサ等のデータ計測
• 他社ハードやGPS, カメラ等の汎用デバイス対応

• XCPやVX1000によるキャリブレーション
• 定数データセットの編集・管理
• A2L作成

• 机上でのマニュアルデータ解析
• 幅広いデータ形式へ対応
• データマイニング機能により自動解析へ対応

主機能

オプション

支援機能
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◆ 車載ソフト業界の動向

昨今のE/Eアーキ統合トレンドを踏まえて将来想定される課題への対策機能を提供

概要ー製品のバリュー

複雑性

30s25s Year

E/Eアーキの統合トレンドと右バンクの課題感 CANapeが提供する価値

SDV要件や
クロスドメインへ対応

様々なデータ計測へ対応

• Linux, QNX等のデータ計測へ対応
• Linuxへのインストール対応
• AD/ADASドメイン対応

• 内部RAM値
• 車載ネットワーク, アナログ値
• 車載カメラ
• 汎用USBカメラやGPS
• 3rd party製デバイス

<課題感>

<課題感>

• 車載Ethernet対応
• 高データレートへの対応
• Linux OSのデータ計測

• 計測ツールが点在
• CAN送信や自動化に未対応
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Team services

CANapeはプラットフォームとして機能。用途に応じて、実機、仮想環境およびクラウドと接続して活用

概要ー機能アーキ

ユーザーAPP

CANape

計測ハード

ECU

DB

.dll

.mf4

1

2

3 4 5

8 9

MILS server

6 7 10

計測

解析

適合

フラッシュ

診断

MBD連携

自動化/API

Driver Assistance

バイパス

Team Services

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

主機能

支援機能

オプション

◆ 機能アーキ

Network

Sensor, Actuator
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車載ソフト開発で扱う各種データの計測へ網羅的に対応

計測ー機能概要

対応デバイス

VX series

内部RAM計測

VN series

ネットワーク計測

CSM/VIO series

アナログ系計測

Other devices

その他データ計測

CANape

CAN LIN EthernetFlexRay

XCPUART

DLTSOME-IP

GMSL2 FPD-Link3

J1939

CANopen DDS

CMP

JTAGDAP SWD

AURORA

TPIU

DoIP

RHSIF

CAN-FD

Nexus AUXRAM:

Sensor cam:

Network:

対応プロトコル・データ

Voltage CurrentGuage

HV voltageHV bat temp.Temp

V Out

Digital

Analog:

Context cam:

Yokogawa

Axis USB camRTSP cam GigE Vision

GPS 3rd parry:CANgps ETAS RAMScope

HV:

Upper layer protocol:

◆ 対応するデータやプロトコル
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DaemonによりSoC上のARM A-CoreやLinuxのRAM計測ニーズへ対応

計測ーSDV対応

アーキ統合を背景にLinux系OSの採用が進行

• SoCではRT系のみならず、A-Core対応も進む

• これら特有の課題感として動的アドレス対応が顕在化

• 同時に、ユニット、システム単位での計測ニーズが上昇

APP専用ライブラリを配置し、Daemonへ集約

データはすべてCANapeへ集約

• マイコン&SoCの同時計測や、A/R-core計測に対応

• SDV、統合アーキを念頭においた一元計測の提案

課題感

アプローチ

Hypervisor

Microprocessor

CANape

Linux Android QNXOperation System (OS)

Middleware Middleware MiddlewareAutomotive Reference Architecture (ARA)

Non-AUTOSAR
μP/μP App

MC Lib

Non-AUTOSAR
μP/μP App

MC Lib

Non-AUTOSAR
μP/μP App

MC Lib

Adoptive/
μP App

MC Lib MC Lib

Adoptive/
μP App

MSRA

IPC

Non-AUTOSAR Protocol DaemonAUTOSAR Protocol Daemon

◆ Linux系ソフトアーキにおけるDaemonの位置
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データ収録と可視化をシリーズ処理

計測ーデータ収録フロー

• DBを利用し物理値モニタ
• グラフの他、Barチャート等対応
• 9× windows

• CAN等の生値モニタ
• エラーフレームのデバッグへ活用
• 1× window

• 車載カメラ等の映像モニタ
• Gpsデータの地図表示も対応
• 4× windows

.mf4, .blfで保存

DB
データ

• .m, .csvへの自動変換
• ファイル分割収録
• 収録トリガー設定 etc…

収録

可視化

収録オプション

Re Phys

Raw

Context

◆ データ取得時のフロー
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目的に応じてGUIを自由に構成可能

計測ーツールGUI

リボンメニュー

各種操作を行う

メイン画面

選択した信号や適合データを可視化

シンボルエクスプローラー

計測信号や関数を参照

デバイス作成メニューから

A2Lファイルを読み込む 

シンボルエクスプローラーから

変数メイン画面に追加

メイン画面の構成を

見やすい形に構成する

計測を開始する

◆ 計測画面 ◆ 利用の流れ
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手動・自動解析に対応

解析ー機能概要

Import CANape Export

I. さまざまな解析データフォーマットの読み込みに対応している

II. データベースをインポートすると物理解析が可能に

III. Simulinkで解析用関数を作成してインポート可能

IV. 手動解析はグラフやトレースを利用

V. データマイニング機能を使うと解析が自動化できる

VI. Excelなどで解析されたい場合はcsv変換も可能

計測

データ

.mf4/mdf .blf

.asc .dat

データ

ベース

.dbc

.arxml

.dll

.ldf

関数

手動解析

各種解析用Windowを

利用してデータ解析

×13 windows

自動解析

データマイニング機能を

利用すると

解析の自動化が可能

条件指定&実行

計測データ

.mat .csv .avi

解析レポート

.pdf .csv

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

POINT

◆ 解析機能の全体像
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解析を効率化するショートカットキー対応

解析ー手動解析

グラフィックウィンドウはショートカットキー利用推奨

F
オートスケール

X, Y軸のスケールを自動調整

B
スタック表示

各シグナル波形をスタック表示

,
（カンマ）

解析用カーソル表示

測定カーソル、再カーソル表示

X X軸モード

Y Y軸モード

E 軸モード方向に拡大

O 軸モード方向に縮小

◆ 解析画面 構成例 ◆ ショートカットキー
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関数を利用することで計測したデータの2次処理・解析が可能

解析

❶ 標準関数

CANape付属の

関数ライブラリを利用可能

❷ 利用する関数を

ドラッグ&ドロップ

仮想測定はオフライン、

測定機能はオンラインで指定

❸ 引数を関数上へ

ドラッグ&ドロップ

❹ 計算結果が表示される

1

2

3

4

• CANape付属の標準関数利用(次ページ参照)

• ユーザー自作関数(CASL関数やSimulink関数)利用
POINT

◆ 関数利用時の画面 ◆ 利用の流れ
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関数を利用することで計測したデータの2次解析が可能

解析

Class. 関数名 意味

B
a

se
 M

a
th

e
m

a
ti

c
s

(基
本

数
学

関
数

)

Histogram ヒストグラム

LinearMean 線形平均

MaxOf2Signals / MaxValue 最大値

Mean / MeanAverage / 
MeanValueOf2Signals / 
Mean_Nonuniform

平均値

MinOf2Signals / MinValue 最小値

MovingAverage / MovingMedian 移動平均・移動中央値

QuantileP2 分位点

RMS / RMS_Nonuniform / TrueRMS / 
RootMeanSquare

実効値 (RMS)

RunningTotal 累積和

StandardDeviation / StdDev / 
StdDev_Sample

標準偏差

WeightedAverage 重み付き平均

B
o

o
le

a
n

 
A

lg
e

b
ra

(論
理

演
算

) LogicalAnd AND (論理積) 

LogicalOr OR (論理和) 

LogicalXor XOR (排他的論理和)

Class. 関数名 意味

e
M

o
b

il
it

y
A

n
a

ly
z
e

r
(電

動
車

解
析

関
連

)

AlphaBeta Clarke変換を用いたαβ座標変換

AxlePower 車軸の出力 (トルク×回転数) を計算

ChargerEfficiency 充電器の効率 (出力/入力) を算出

DCAnalysis 直流回路の解析

DCEfficiency DC効率 (出力電力/入力電力) を計算

eMotorPhaseAnalysis モーター相電流の解析

eMotorPowerAnalysis 電動モーターの出力電力を解析

eMotorYdelta Y結線・Δ結線の変換

Frequency 信号の周波数

HarmonicPower 高調波電力成分を解析

Harmonics 信号の高調波成分を抽出

InverterEfficiency インバータの効率を算出

PhaseAnalysis 信号の位相解析

PWMPowerAnalysis PWM信号から電力解析

Ripple リップル成分 (変動分) を算出

ShaftPower シャフトの機械出力を計算

SingleFrequencyAnalysis 単一周波数成分を抽出・解析

S
ig

n
a

l 
G

e
n

e
ra

to
r

(信
号

生
成

)

Pulse パルス波形を生成

Ramp ランプ波 (直線的上昇/下降) を生成

Random ランダム信号を生成

Sawtooth ノコギリ波を生成

Sine 正弦波を生成

Square 矩形波を生成

Step ステップ信号を生成

Triangle 三角波を生成

◆ 付属する関数
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関数を利用することで計測したデータの2次解析が可能

解析

Class. 関数名 意味

S
ta

ti
st

ic
s

(統
計

)

AbsoluteValue 絶対値を計算

Derivation 信号の微分値を計算

DifferenceOf2Signals 2つの信号の差

Integral 信号の積分を計算

LinearConversion 線形変換 (スケーリング・オフセット) 

Normalize 信号を0〜1の範囲に正規化

ProductOf2Signals 2つの信号の積

RationalConversion 比率変換 (例: 分数的な換算)

RatioOf2Signals 2つの信号の比率 (除算結果)

ReciprocalValue 信号の逆数 (1/x) を計算

Relativize 相対値 (基準信号に対する比率)

SumOf2Signals 2つの信号の和

S
ig

n
a

l 
A

n
a

ly
si

s
(信

号
解

析
)

Classification/CompoundClassification 信号の分類処理

CrossCorr 相互相関

CycleTime サイクル時間

DetectRangeViolationForPeriod 指定範囲を超えた期間を検出

EnvelopeAverageValue / Upper / Lower 包絡線の平均値・上限・下限

FFT / FFT_Power / FourierAnalysis フーリエ変換による周波数解析

IsGlobalMaxValue / IsGlobalMinValue 全体の最大・最小値を検出

PeakValleyDetector ピークと谷を検出

PWMAnalysis PWM信号を解析

RateReduction データレートを低減 (サンプリング間引き)

Slope 傾きを求めます (一次微分)

TargetCurveControl 目標曲線に対する制御偏差を解析

TimeDriftOf2Signals 2信号間の時間ドリフトを測定

TransferFunction システムの伝達関数

Class. 関数名 意味

F
il
te

r
(フ

ィ
ル

タ
)

Bandpass / BandPassFilter バンドパスフィルタ (特定帯域のみ通過)

Bandreject バンドリジェクト (特定帯域のみ除去)

Downsampling サンプリングレートを低減

FIR_Filter / IR_Filter FIR型フィルタ

Highpass / HighPassFilter / 
HighPassFilterNew

高域通過フィルタ

Lowpass / LowPassFilter / 
LowPassFilterNew

低域通過フィルタ

SavitzkyGolay サヴィツキー–ゴレイ平滑化フィルタ

S
ig

n
a

l 
C

o
m

p
a

ri
so

n
(信

号
比

較
)

ChangeLog 変化を記録・追跡

Compare2SignalsGreaterEqual / 
GreaterThan / LowerEqual / 
LowerThan

2信号間の大小比較

CompareEqual / GreaterEqual / 
GreaterThan / LowerEqual / 
LowerThan

信号値を一定の閾値と比較

◆ 付属する関数
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CANape

❹解析

データマイニング機能を活用し多数データから条件合致するデータを即解析

解析ー自動解析

.mf4

❶フォルダ指定 ❷条件指定 ❸実行

• データ格納パスを指定
• 複数指定可

• 検索条件を指定
• 式,Simulink等利用可

• パス内データを一括解析
• 結果を”ヒット”としてリスト

ヒット File Time

Hit1 A.mf4 05:10

Hit2 A.mf4 10:20

Hit3 C.mf4 01:01

… … …

Hitを参照

A.mf4 Hit1(05:10) Hit2(10:20)

→(t)

事前に
解析対象データ×nを

フォルダに配置

◆ データマイニング機能
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データマイニング機能を活用し多数データから条件合致するデータを即解析

解析ー自動解析

❶ ファイルフィルタリストから、

処理対象フォルダを指定

❷ メソッドから、

検索条件を作成

❸ をクリックし、解析を実行

1

2

3

解析→データ解析エディターから

データマイニング設定画面を起動

◆ データマイニングの設定画面 ◆ 利用の流れ
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条件合致した情報は「ヒット」として生成され、ダブルクリックでグラフへ表示

解析ー自動解析

ファイルフィルタリスト
プロジェクトディレクトリ階層下の*.mf4データが対象

メソッド
条件：変数channel1>1かつ、channel2>1

解析
ヒットをダブルクリックすると条件合致するデータが読み込まれる

結果が「ヒット」として生成される

◆ 設定例

Overview O
v
e

rv
ie

w

Measure

M
e

a
su

re

Analysis

A
n

a
ly

s
is

Calib.

C
a

lib
.

Reprogram R
e

p
ro

g
ra

m

Diagnostic D
ia

g
n

o
stic

MBD

M
B

D

AutoAPI A
u

to
&

A
P

I

Options

O
p

tio
n

s

Toolchain T
o

o
lc

h
a

in

UseCase

U
se

C
a

se

Support

S
u

p
p

o
rt



複数の関数をブロック図で組み合わせることで単一の関数として扱うことが可能

解析ー関数コンポーサー

専用エディタ

関数の設計を行う

結線

関数のI/Oを結線

関数

標準関数やユーザー関数を配置

事前に関数を

CANapeに定義

関数コンポーサーを開く

関数を配置・結線し保存

CANapeの

シンボルエクスプローラーから

関数を利用

◆ 関数コンポーサー設定画面 ◆ 利用の流れ
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CANapeは適合・定数検討の実務がスコープ

適合ー関連ツールチェーン概要

Sync

データセットのDownload

データセットの集約

◆ V字プロセスにおける適合関連ツールチェーン

製品/サービス 概要 活用例

TeamServices vCDMcenter上で管理する
データ向けサーバーサービス

データサーバーとして利用

vCDMcenter SW・定数管理ツール
(定数管理者向け)

複数プロジェクトのSW・定数を
サーバーで一元管理

CANape RAM計測・適合ツール ECUのデバッグI/Fに対し
VX1000を接続し、RAM計測
と適合を実施

vCDMstudio
*CANapeに付属

定数データセットの編集ツール Hex/A2Lや.dcm等を読み込
み、バリアント間の設定定数を
比較、コピー

vCDM Tool-set CI/CD環境へのパラメータ実装
統合ツール

データサーバー上の定数値をソ
フト初期値として自動適用

ASAP2 Tool-set
*GUIツールがCANapeに付属

A2L自動生成ツール IDEから生成したMAPファイル
からA2Lを自動的に生成

適合対象SWのDL

成果物のUpload

データサーバー
TeamServices

ソフト/定数管理
vCDMcenter

適合・定数検討
CANape/vCDMstudio

インテグレーション
vCDMTS/ASAP2TS

※CANape以外の製品概要については関連製品ページをご参照ください。
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◆ 機能 / 特徴

VX1000ファミリーの活用により行動なRAM計測・適合へ対応

適合ー実機接続

JtagやAuroraなどのデバッグI/Fに接続

ECU POD Base module CANape

ドライバ実装不要: 最大50μs周期計測に対応

メモリオーバーレイによりフラッシュの適合に対応

ドライバ
同期
計測

非同期
計測

適合 リプロ

実装 ● ● ● ●

非実装 - ● ● ●

ベンダー 対応ファミリ

Renesas RH850 Ux,R-Car

Infineon AURIX (TC3x,TC4x)

NXP xPCxx,S32

TI TMSx70

XCPフレームからRAM値の物理変換・グラフ可視化を処理

幅広くマイコンへ対応

• RAM計測・適合

• RAM注入BSW机上評価

• ASWモデルバイパス

• HILS評価の自動化

• アクセプタンステスト自動化 (CANoe連携)

POINT POINT

Flex-PCB

Jtag/SWD/
Aurora…

Pigtail/cable

Serial/HSSL

Ethernet

XCP

◆ ハード接続イメージ ◆ CANapeの画面

◆ 活用例
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◆ 定数設定時の画面構成例

ECUパラメータをリアルタイムで最適化

適合ー実機接続

グラフィックウィンドウはショートカットキー利用推奨

ECUソフト適合用の

Windowを設定

設定用パラメータを

シンボルエクスプローラーから展開

定数をCANape上で設定

ParやCdfx形式でエクスポート

マップWindow

マップ定数の設定用

定数Window

パラメータ調整用

◆ 利用の流れ
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適合業務の成果物をvCDMstudioへインポートし編集やマージが可能

適合ーデータセット編集

CANapeにデータセット編集ツールが付属する

フィルタリング機能

パラメータ名称
※ A2lファイルから参照

各パラメータの

設定値

比較Hexの

パラメータ設定値

エクスポート可能な形式

vCDMなど定数管理ツールへ.cdfx .dcm .par

インテグレーションへ.c .h

MATLABへ.m

etc.

パラメータの自動設定

※製品版vCDMstudioのみの機能

定義した数式の結果を設定

◆ vCDMstudio
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付属のASAP2Studioを利用することでa2lファイルを生成

適合ーA2L作成

メニューバー

各種操作を行う

マップファイル参照画面

IDEから生成したマップファイルを読み込むと

変数、パラメータが表示される
Overview

ナビゲーションで選択した階層のデータを表示する

ナビゲーション

A2lの構成、情報を参照

IDEで生成された

MAPファイルを読み込む 

（elf/dwarfなど）

MAPから所望の

変数・パラメータを追加

物理変換式・単位などの

関連情報をExcelから追加

A2lとして

データベースを保存

CANapeに追加して利用

◆ ASAP2Studio画面構成 ◆ 利用の流れ
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業界標準の方式×3パターンへ対応

リプログラミング

XCP VX1000 UDS

概要

• 開発フェーズが主なスコープ

• ECUへのXCP driver実装が必要

• マイコン対応のFKLが必要

• 開発フェーズがスコープ

✓ VX1000を利用した高速Flash書き換え

✓ マイコン対応FKLがCANapeに付属

• 市場フェーズもスコープ

• Bootloaderを使用した診断書き換え

• vFlashによるプロジェクト作成が必要

処理

プロセス例

CANape

VX1000

ECU

XCP on Ethernet

Serial

RAM Flash

2

Flash KernelをDL

CANape

VN1600

ECU

USB

UDS

RAM Flash

UDSリプロ

CANape

VN1610

ECU

USB

XCP on CAN

RAM Flash

1

2

XCP driver VX driver Flash Bootloader

Flash KernelをDL 1

Bootloaderを介し
UDSで書き換え

Flash書き換えFlash書き換え

.hex .hex vFlash
project
or pack

vFlashFlash Kernel (XCP) Flash Kernel (VX)

◆ 各手法の概念
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UDSテスタとして利用に対応

診断

CANape

Diagnostic Console
・OBD標準コマンド実行
・UDSサービス処理
・診断DB対応

CANdelaStudio

ECU-B

CAN / CAN-FD / Eth… 
(UDS, KWP2000, OBD, DoIP)

.cdd

.odx

VN1600 / VN5600

CAN

ECU-A

診断DB生成

インポート

◆ 診断機能の全体像
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Diagnostic Consoleは幅広いテスタ機能を標準搭載

診断

❶
サービス実行

各サービスを単体で実行

❷
診断コンソール

送信するサービスを設定

❸
診断トレース

UDSコマンドの通信トレース

❹
トレース

CAN等の生データトレース

1

3

２

4

◆ Diagnostic Console ◆ 画面構成
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「MATLAB/Simulink MC Add-On」をインストールしSimulinkライブラリへ機能を統合

MBD連携

専用ブロックセットをライブラリへ追加 用途に応じてブロックを使い分け

SILS

MILS VX

I/O Image入力 イベント

XCP
Server

関数

◆ Simulink用Add-onのブロックセット構成
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CANape上でのSimulinkモデル実行、MILSへのアクセス、Bypassに標準対応

MBD連携

SILS Bypass MILSアクセス（XCP server）

CANapeにビルドしたモデルをインポートし、

データ注入や机上検証を行う手法です

実機で処理するASWコンポーネントの

一部若しくはすべてをCANape上で実行する手法です

MILS環境にXCPアクセスするための機能です

Simulink

モデル

CANape

.dll

Import

.dll

CANapeターゲットでビルド

.mf4/.csv

実機データや

csv注入

演算結果の解析

CAN送信 etc…

Simulink

モデル

CANape

XCPアクセス

評価、適合

XCP server

Simulink

モデル

CANape

b’.dll

Import

.dll

ECU
a b c

バイパス評価

CANapeターゲットでビルド

◆ 連携機能全体像
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SILSおよびVXブロックはモデルのビルドが前提

MBD連携

SILS

MILS

VX

Modeling Build xILS

不要

.dll

.c

CANape target

Coder

CANape

.dll

CANape Simulink

CANape

VX1000

ECU

◆ 各xILS利用プロセス
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.dllをインポートするとCANapeではブロック表示される

MBD連携

❶

関数Window

.dllはブロック表示される

I/OへCANやRAMシグナル

をドラッグ&ドロップでアサイン

❷
プロパティ

モデルの実行周期やランタイ

ムの設定にが可能

❸
グラフィックWindow

モデルの入出力値をグラフィ

カルに確認

❹
パラメータWindow

モデルのパラメータを動的に

変更可能

1

2

3

4

◆ SILS画面構成 ◆ 補足
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Simulinkに対してCANapeからXCPアクセス

MBD連携

❶

XCP Serverブロック

Simulinkモデルへ配置する

ことでXCP on Ethernet通

信に対応

❷
グラフィックWindow

モデルのふるまいをCANape

で評価

❸
パラメータWindow

モデルパラメータを動的に変

更可能

❹
トレースWindow

モデルとのXCP通信を確認

12

3

4

◆ MILS画面構成 ◆ 補足
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SILS同様にBypassモデルをCANapeへインポートして処理

MBD連携

❶
関数Window

バイパス対象のモデルを

ImportしI/Oを設定

❷

プロパティ

バイパスのトリガイベント、

STIMイベントなどを設定

※ECU周期Jobと同期

❸
グラフィックWindow

モデルの入出力値をグラフィ

カルに確認

❹
パラメータWindow

モデルのパラメータを動的に

変更可能

❺
トレースWindow

DAQやSTIMの送受信状

況を確認可能

1

2

3

4

5

◆ Bypass画面構成 ◆ 補足
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MATLAB、Python、Visual Basicなどの

外部アプリからバス／ECUデータへアクセスでき、

各種クライアントアプリケーションへ統合可能

CANape独自のスクリプティングによる自動化とAPI経由での外部制御に対応

自動化・API

ユーザーAPP

CANape
Automation Interfaces

ASAP3 CANape API CANape TCP

CANape COM iLinkRT MATLAB MCD3

❶外部制御インターフェイス

❷CASL (スクリプティング言語)

専用のスクリプティング機能を活用することで、

CANapeのオペレーションを自動化することが可能

CASL

3rd party devices
(HILS等)

ex. 他社製HILSとの連携

◆ 自動化アプローチ×2パターン
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CANapeのインストールによりマニュアルやサンプルを参照可能

自動化・APIーCANape MCD3 API

◆ CANape MCD3 API

アプリケーションの実装イメージ: 付属するサンプル:

ヘルプ・APIコマンドマニュアル格納先:
C:¥Program Files¥Vector CANape “Version”¥CANapeAPI

アプリケーションマニュアル:
CANape ASAM-MCD3 Interface

サンプルPythonプログラム格納先:
C:¥Users¥Public¥Documents¥Vector¥CANape Examples “Version”
¥AutomationInterfaces¥API¥Python

ユーザーAPP

CANape

ASAP2

CANapAPI.dll

サンプル 概要

Example Measurement.py CANapeの計測を開始しデータを取得

CANapAPI_H.py ヘッダ

Example Calibration.py
CANapeから適合値の取得や設定を処
理

Example CASL - no device reference.py デバイス参照時処理

Example CASL - using input Args.py 引数利用

Example CASL - with device 
reference.py

デバイス参照

Example Device Template.py デバイス設定

Example Diagnostic - Raw Request.py 生値要求

Example Diagnostic - Read DTCs.py DTCの取得

Example Diagnostic - SeedNKey
Process.py

シードキー処理

Example Diagnostic - Symbolic 
Request.py

UDSサービス処理

Example Diagnostic - Tester Present.py UDSサービス処理

Example Measurement - Recorders.py レコーダー設定
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https://cdn.vector.com/cms/content/know-how/_application-notes/AN-AMC-1-103_CANape_ASAM_MCD3_Interface.pdf
https://cdn.vector.com/cms/content/know-how/_application-notes/AN-AMC-1-103_CANape_ASAM_MCD3_Interface.pdf
https://cdn.vector.com/cms/content/know-how/_application-notes/AN-AMC-1-103_CANape_ASAM_MCD3_Interface.pdf
https://cdn.vector.com/cms/content/know-how/_application-notes/AN-AMC-1-103_CANape_ASAM_MCD3_Interface.pdf


CANape内の専用エディタでスクリプティングから実行まで行う

自動化・APIーCASL

1

2 3

4

5

◆ CASLエディタ画面

エディタを起動

❶ スクリプト作成

❷ コンパイル

❸ 実行

➍ コンパイル結果出力

❺ グローバル変数や

関数作成にも対応

画面構成

活用例

• CANapeの計測開始・停止

• データセットの書き換え

• CAN送信 etc…
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オプション×4を提供

オプション

◆ オプションの全体像

Driver Assistance
・ADASセンサ計測
・オブジェクトのオーバーレイ
・車載カメラ計測

Thermodynamic 
state chart
・熱力学解析
・解析Window

PAKStreamService
・Müller-BBMの
音振システムと統合

Bypass
・VN8900利用
・高性能バイパス

VN8900

b’.dll

ECU
a b c

PC

API

PAK

CANape

PAKStream
Service.exe

物理値

デ
ー
タ
ソ
ー
ス

MK2
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AD/ADASドメイン固有のシステム評価に求められる機能をオプション提供 1/2

オプションーDriver Assistance

Signal-Object-Adapter

センサデータとオブジェクトの

つなぎこみ

Bird eye
朝刊視点でセンサーの処理状況を可視化

車載カメラ
映像へオブジェクトをオーバーレイ

一人称画面
自車を起点にセンサー処理を可視化

GFX Editor

オブジェクトの設定とシグナルのリンク

各種Windowへオブジェクトを表示

計測を実施

◆ 画面構成 ◆ 利用の流れ
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AD/ADASドメイン固有のシステム評価に求められる機能をオプション提供 2/2

オプションーDriver Assistance

CANape

Fr.Camera

Corner Radar

Fr.Radar

車載バス

Raw/Phys

Raw/Phys

Video

Bird/3D

Scene

Decoder

Raw/Phys Objects

SerDes

Eth.

CAN FD

CAN FD

Video+Object

Ego+Object

Pointcloud

Signal analysis

Map

◆ センサデータ処理フロー

Overview O
v
e

rv
ie

w

Measure

M
e

a
su

re

Analysis

A
n

a
ly

sis

Calib.

C
a

lib
.

Reprogram R
e

p
ro

g
ra

m

Diagnostic D
ia

g
n

o
stic

MBD

M
B

D

AutoAPI A
u

to
&

A
P

I

Options

O
p

tio
n

s

Toolchain T
o

o
lc

h
a

in

UseCase

U
se

C
a

se

Support

S
u

p
p

o
rt



高性能なBypass検証のための専用オプション 1/2

オプションーバイパス

ECUの制御アプリケーションをツール側で実行

USB XCP Debug
I/F

CANape (PC) VN8900

Option

VX1000 ECU

Original

Function

Event 

Channel

Event 

Channel

Bypass

Function

t1

t2

timeout

DAQ

STIM

t2-t1=約300μs ※コード行数約600~20000行

◆ Bypass処理イメージ

Bypass

Function

バイパス実行時

モデルランタイムをVN8900へ
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高性能なBypass検証のための専用オプション 2/2

オプションーバイパス

インテグレーション 制御設計 バイパス検証

読み込み

IDE

• VX1000ドライバ実装

• ビルド

MATLAB/Simulink

• I/O wrapper設定

• バイパスモデルのビルド

CANape

• バイパスの設定／実行

ECU

.dll

.a2l

.a2l

.hex

リプロ

1

2

3

❷ バイパス対象モデルのI/Oに対してCANapeで

データを扱うためのラッパーレイヤーを生成。

その後、.dll形式にビルド。

❸ 成果物をCANapeに読み込み、

バイパス対象のin/OutputをECUラベルと紐づける。

モデルの実行ランタイムを指定し、バイパスを開始。

❶

バイパス用VX1000関数をECUコードへ配置。

CANape Simulinkライブラリを活用することで

オートコードも可能です。

初回のみ

バイパス対象のECUに専用関数の実装が必要

◆ 実装フロー
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専用のステートチャートにより熱力学データの解析を効率化

オプションー Thermodynamic state chart

ステートチャートを利用して解析が可能

POINT

• マウスを数回クリックするだけで、

さまざまなデザインの熱力学状態図を生成

• 幅広い物質を選択できるだけでなく、

混合物の使用も可能

• 状態図に関連した温度や圧力などの変数は、

物質のデータに基づき、測定されたシグナルから計算

• サイクル内で欠けている基準点を決定することも可能

自動車の冷却サイクルのオンライン解析を簡単に

Ph
圧力 - エンタルピー

Py
圧力 - 体積

PT
圧力 - 温度

Th
温度 - エンタルピー

Ts
温度 - エントロピー

対応する状態図の形式

◆ 解析画面
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音振計測プラットフォームであるPAKへのデータ転送が可能

オプションー PAK add on

PC

SL-API

Stream

PAKliveServerLib.dll

Müller-BBM PAK

CANape

VectorPAKStreamService.exe

物理値

Ethernet TCP/IP

データソース

CSM,
VN1610,
VX1060  etc.

音振データシステムPAKに対して、CANやRAM値情報を転送

◆ アーキ図
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CANape周辺のツールチェーン

関連製品

分類 製品/サービス 概要

SaaS Team Services 定数やソフト管理、計測データ管理用のクラウドプラットフォーム

適合関連
vCDMcenter 定数管理者向けのクライアントツール

vCDMstudio 定数編集用ツール

インテグレーション

vCDM Tool-set CI/CDパイプライン向け定数インテグレーションツール

ASAP2 Tool-set A2L作成ツール

MICROSAR BSWモジュール

設計
CANdelaStusio 診断設計ツール

vFlash リプログラミング設計ツール

サブセット

vMeasure 計測ツール

vSignalyzer 解析ツール

CANape Kernel CANapeカーネル (Linux対応)

ハードウェア

VX1000 RAM計測用ハード

VNシリーズ バス計測ハード

CSM/VIO アナログ計測ハード

VP 高性能車載ロガー

GL logger 車載ロガー

◆ 関連製品
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当社管理データサーバー

CANape / vSignalyzerCANape

ツールチェーンの利活用の幅を広げるTeamServices

関連製品ーTeamServices

Vector TeamServices

CANapeプロジェクト管理 適合データ管理 (vCDMcenter) 計測データ管理 (vMDM)

Team Area設定

◆ TeamServicesの全体像

Team Area A Team Area B

…

…

適合データの同期

管理者向け

vCDMstudio

ユーザー間でのプロジェクト共有

GL logger

実務ユーザー向け

vCDMcenter

計測データのクラウド管理

vMDM Client

CANape

CANape

データのアップロード

設定データのデプロイ

データのダウンロード

データ参照など

適合値のアップロード

適合値のダウンロード

適合値のアップロード

適合値のダウンロード

同期

CANapeプロジェクトのアップロード

CANapeプロジェクトのダウンロード
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5つのWindow GUIで構成

関連製品ーvCDMcenter

❶
メニューバー

vCDMの各種機能を実行する

Ex.) Hex, A2lの登録、データセットのインポート

❷
ツリービュワー

プロジェクトやそのバリアントのSW及びデータセッ

トを一元管理する

❸
詳細ウィンドウ

❷で選択した項目の詳細を表示・編集する

❹
パラメーターウィンドウ

❷で選択したパラメータデータの設定値を表示・

編集する

❺
その他ウィンドウ

❹で選択したパラメータの詳細情報を表示・編

集する

◆ vCDMcenter ◆ 画面構成

1

2

3

4

5
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vCDMcenter連携により設計から適合プロセスを効率化

関連製品ーvCDMcenter

◆ vCDMcenterを適用したソフト開発プロセス

運用プロセス (1~5)SW開発レイヤー

Up
stream

Down
stream

SW・データセット管理

(クラウド)

評価・検証・適合

設計・実装

1. 設計 2. 実装

3. SW/データセット一元管理Op. 変更履歴/マチュリティ管理5. データセット集約/自動検証

4-b. 机上適合 4-a. 実機適合

DaVinci/MBD

.c.h
設計成果物

IDE

map

ASAP2TS
hex

a2l

Project/バリアント

SW
Var.A

Var.B

進捗分析 履歴トレサビデータ集約・レビュー・マージ

.c

vCDMstudio

hex
a2l

CANape

VX100
0hex

a2l
dcm

cdfx

dcm

vCDMcenter
実装成果物適合成果物

評価・適合ソフト適合成果物
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定数のExcel管理に紐づく課題を包括的に解決するソリューションを提供

関連製品ーvCDMcenter

◆ 定数開発の課題とvCDMcenterのソリューション

現状の課題: Excelベースの定数管理の限界

リストの分散と更新漏れ

• マスターと派生リストを並行運用し最新版が不明に

• 手作業により抜け漏れや二重更新が発生しやすい

人手依存による品質リスク

• すべてが人主導で、属人的なミスが品質に直結

• 単位違いや桁ズレなど凡ミスが重大不具合へ

• セルのフォーマットの誤りにより有効桁数ズレ

バリアント間の整合性確保

• 車種・仕様・地域ごとにExcelを分けて管理

• バリアント間での値ズレで再調整に多大な工数

トレーサビリティの不足

• 誰が・いつ・なぜ定数を変更したのか不明

• 設定根拠が分からない

定数の一元管理

• すべてのデータを共通のデータベースで管理し常に最新状態を維持

• プロジェクトや担当に応じて権限を付与・管理

パラメータ設定の自動化

• 単位・範囲・型などの入力ルールを事前定義。システムが自動検証

• コピー冗長や診断系など、他の設定値で決まる定数は数式で自動設定

バリアント間の自動整合管理

• 共通定数と派生定数を体系的に紐づけ即座に自動反映

• 派生開発のスピードと品質を担保

変更履歴と判断根拠の完全トレーサビリティ

• 誰が・いつ・なぜ変更したのかを記録・可視化。過去のレビュー資料を

参照可能プロジェクトやバリアント毎の定数マチュリティを可視化

vCDMが解決: 「人が支える管理」から「仕組みで守る管理」へ
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◆ ユースケース: CI/CDパイプラインへのvCDM Tool-Set適用◆ vCDM Tool-Setとは

 定数パラメータを生成処理するためのコンソールアプリ

 データセットの比較・抽出・統合処理に対応:

機能 処理概要

比較
複数のパラメーターセット(.hex, .dcm, .cdfx etc…)を比較し差分を
Excelレポートに出力。レポートでは新規パラメータ一覧や、設定値の差
分を確認することが可能

抽出
既存のパラメーターセットから指定した定数をパラメーターセットとして抽
出・生成。ファイル形式の指定も可能

統合 複数のパラメータセット内の設定値を既存のパラメーターセットにコピー

チェック
/自動

パラメーターセット内の定数値が指定された条件式を満たしているか自動
チェック。また固定値や計算式による定数の自動設定も可能

CI/CDパイプライン統合に最適な定数パラメータ編集処理・生成ツール

関連製品ーvCDM Tool-set

SWビルド
定数統合

(vCDMTS)
リリース

図: CI/CDパイプライン:

hex hex hex

dcm

◆ 特徴

 CI/CD環境への統合を前提としたツール設計

 パラメータの比較やマージなど定数生成に求められる機能を広くカバー

 定数管理ツールvCDMcenterと連携することでソフト開発スキーム全
体の最適化が可能

表: vCDM Tool-Set機能体系

a2l
hex ②データセットをInput

Var.A Var.B Var.C

③各バリアントソフトを生成

①ベースSWをInput

hex

hex

vCDMcenter

hex

a2l A

B

C
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A2L生成や検証までをAll-in-oneでカバーするツールセット

関連製品ーASAP2 Tool-set

◆ ASAP2 Tool-setとは

 8つのコンポーネントで構成されるA2L開発向けの統合ツール

◆ 制御開発プロセスへの適用例 (フルオートメーション)

◆ 実行形態

✓ デスクトップ実行に加えCI/CD環境での実行に対応

機能 概要

1. Creator
ソースコードからA2Lファイルを生成
物理単位や変換式を付与

2. Updater
Linker Mapファイル(.elf等)からアドレス情
報をA2Lへ付与

3. Merger 複数のA2LをマスターA2Lへマージ

4. Converter ARXMLファイルをA2Lへ変換

5. Comparer
2つのA2Lの情報を比較しレポートを出力 
(ex.軸反転の抽出)

6. Checker
変数やアドレスの重複などA2LのValidityを
検証

7. Modifier
Excel/iniからラベル、物理変換式、単位情
報等を参照しA2Lを生成、更新

8. Studio GUIベースのA2L統合編集ツール

ASAP2 Tool-setの機能構成:

モデル

Linker 
MAP

ASAP2 Merger .a2l ASAP2 Updater

.a2l

.c/.h

DaVinci Target
IDE

Coder

Auto-code

ビルド

各環境から生成されたA2Lを
単一にマージ

A2Lへアドレス情報
を付与 計測・適合

CANape

コマンドラインツール

GUIベースツール

形態 概要

Desktop Edition Windows PCへインストールし利用する形態

Server Edition
JenkinsなどのCIサーバーへ配置し処理を実行する形態
適用事例:「A2Lファイル作成を内製ツールから切り替え2 日
程度を見込んでいた作業がわずか数分に」

.a2l
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On/Offボード問わず幅広くモジュールを展開

関連製品ーMICROSAR及び組み込み製品ポートフォリオ

Software 
Platform
Backend

Alt. Capability Domains

Vehicle

IVI

ADAS

MicroprocessorMicrocontrollerSmall μC Cloud Infrastructure

ADAS
Apps

IVI
Apps

Apps
Vehicle
Apps

Sensor /
Actor
Apps

Classic
Apps

Vehicle
Apps (C++/Rust)

Eco-
system 

GW

MICROSAR Hypervisor

ADAS

Middle-
ware

IVI

Middle-
ware

MICROSAR
Switch

MICROSAR
HSM

MICROSAR
Classic

MICROSAR
Connect

…

MICROSAR
IO

Application Framework

Cloud
Core

Device
Platform

MICROSAR 
Gateway

IO Subnet

SOC Chiplet

MICROSAR Flash Bootloader

Com

Hardware

MCAL/BSP

HPC ADAS, IVI, Vehicle
or Capabilities

Zonal
Left, Right,
Front, Rear

Control
Powertrain,
Battery,
Chassis

Simple
Sensor /
Actuator

Light,
Headlight,
Trailer

Signal-Based

Service-Oriented

Applications

Software 
Platform
In-Vehicle

 Scalable and modular software platform 
(vehicle/cloud) consists of different base layers

 Base layers fits to the different
requirements, e.g., safety, resources, base 
functions, …

 Seamless interaction with ADAS-/IVI-stack

SDx
Portal

Service Platform

Upd. Obs. …

Alloy KoreGW GW

MICROSAR Adaptive

Vector portfolio Partnership with QNX Third party solutions
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診断仕様のデータベース運用

関連製品ーCANdelaStudio

DEXT

 OEM仕様に準拠させるテンプレートコンセプト
CDDTから外れたCDDは作れない → OEM仕様に準拠

 ECU診断仕様をデータベース化する編集ツール
ユースケース:

 BSW診断モジュールの
コンフィギュレーション

 ECU診断通信機能の自動評価

 Vector開発支援ツール用
> トレースWindow

> 診断コンソール

> 診断スクリプト/マクロ… 他

 自社テスタ3rdパーティテスタのための
車両診断データ(ODX-D)提供

 シングルソース/マルチユース

 既存データベースの流用（インポート）

 目的に合わせたデータの生成
ベクター以外のAUTOSAR BSWにも利用

 入力データから、仕様書を作成

Diagnostic Communication Design

CANdela
Studio

AUTOSAR BSW
Configuration (Dcm, Dem)

DaVinci 
Configurator 

PRO

Diagnostic Tester 
Parametrization

3rd Party 
Tool

Diagnostic
Validation

CANoe.DiVa

ODX

WindowPosition
(assigned to

ID 0x602)

OEM診断仕様
CDDT

CDD

OEM診断仕様

Vector
Tools

CANoe
CANalyzer

CANape
Indigo…

ECU個別診断仕様

DEXTAUTOSAR BSW 
Configuration (Dcm, Dem)
※MICROSARでないもの

ODX

CDD
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OEMリプロシーケンスへ対応

関連製品ーvFlash

 ECUリプログラミングツール

 標準vFlash

 vFlash Automation*     *は実行のみ

 vFlash Station*

 vFlash Runtime* on CANape

 CAN(FD)/LIN/FlexRay/Ethernet対応
Vector製 I/Fに最適化 → 高速書き換え

 OEMリプロシーケンスをテンプレートで実現
130 OEM仕様に対応済み

 VDS(診断スクリプト)を利用した、リプログラミングの前/後処理追加
ECU確認、サーバからキー取得と書込み、エビデンスをサーバへ

 Security

 GWアクセス、ECU Unlock対応

 Vector Security Manager対応

マルチバス対応
並列リプログラミング

vflashpack

Pre-Processing

Post-Processing

Reprogramming
(vFlash Template)

前後にアクションを追加
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CANapeのサブセット製品

製品構成ーサブセット

分類 CANape 機能 vMeasure vSignalyzer CANape Kernel

計測機能 計測、データ保存、リアルタイムデータ表示 ✓ ✓ (VX1000)

関数利用 ✓ ✓ (制約あり)

分割データ保存、トリガー、イベント設定 ✓ ✓

データソース アナログ計測 ✓

GPS 、動画計測 ✓ ✓ (動画のみ)

ネットワーク計測 ✓（物理データのみ） ✓ (CMPベース)

CCP/XCP ✓（適合非対応） ✓ (Etherのみ, 適合非対応)

DAIO Interface ✓

診断系（OBD等） ✓

データの生値計測、解析 Ver.10から対応予定

ADAS対応 *option ✓ (ロギングのみ)

解析機能 手動解析 ✓(1ファイルのみ) ✓

PDF化、レポート出力 ✓ ✓

MDFファイルの読み込み ✓（vMeasure取得データのみ） ✓

パネル自作 ✓ ✓

関数、スクリプト ✓ ✓

Simulink統合

リプログラミング

自動解析 ✓

◆ サブセット製品
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◆ 機能アーキ図

CANapeの中核機能を抽出したマルチOS対応の計測・ロギング基盤

関連製品ーCANape Kernel概要

CANape
Mobile UI

One time configuration

User-specific
Web UI

REST-API

REST-API

XCP
SOME/IP*

Radar Camera
2/3/5/8 MP

CMP
Eth/CAN/LIN*/FR*

Any Platform (x64/ARM64)

3rd-party GUI

CANape

Kernel

3rd-party

logger

software

REST-API

REST-API

ECU

1

2

3

4

5

❶ Linux/Windows対応

❷ 設定はCANapeで作成しImport

❸ 幅広いプロトコルへ対応

➍ APIによる外部APP/UIとの連携

❺ Webブラウザでデータモニタ/DL

主な特徴 :

活用例 :

• ラズパイ導入 (小型ロガー)

• ADASシステム統合

• 半内製システム開発 etc…
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① Raspberry PiにCANape Kernel をインストール
② CANに加え小型RAM計測デバイス「XPOD」により内部値を計測
③ ルーター経由でデータを遠隔モニタリング
④ 車載スペースに制約のある環境において小型かつ高性能なロギング機能を提供

活用例ー 2輪実車計測向けロガー / ADASロガー統合

関連製品ーCANape Kernel概要

CANape Kernel Inside

① お客様ご用意のLinuxPCにCANape Kernel をインストール
② 8カメラ(GMLS2)のLVDSデータをリアルタイムでH.265圧縮
③ 同時にLiDAR(Ethernet)、CANデータをロギング
④ REST-APIによるデータの可視化

Raw Camera×7
8MP×2/3MP×5

LiDAR
Ethernet

1

CAN

モニタリング

REST-API

CANape Kernel Inside

2

3

4

RAM

ECU

CAN

2輪実車計測用小型ロガー ADAS向けハード統合

XPOD (VX1622B)

37 mm x 34.5 mm x 9 mm

1

2

3モニタリング

POINT POINT

車載

4
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◆ 対応OS概要

WindowsおよびLinuxディストリビューションへ対応

関連製品ーCANape Kernel概要

Windows Linux

Windows 10 以上

他のディストリビューションについてはLinux Kernelのバージョンに依存するため確認が必要

Version ≥ 12 Version ≥ 20.04
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◆ Config生成から設定適用まで

CANapeでセットアップしConfigを生成、Kernelへインポート

関連製品ーCANape Kernel概要

Configuration Operation

• CANapeデスクトップ版で計測環境をセットアップ

• CANape Kernel用のConfigを生成

CANape

DB

CANape
Project

Kernel
Config

PC

Kernel
Config

CANape

Kernel

Kernel
Config

MF4

Any Logging Platform

Mobile UI              3rd party Logger SW

• Configを読み込み

• 初期化や設定を処理 

• ロギングを実行

CANape Kernel
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◆ CANapeデスクトップ版でのConfig生成の流れ

専用GUIでConfigを生成

関連製品ーCANape Kernel概要

Config生成を起動

生成を実行

2

1
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◆ CANape KernelへのConfig適用の流れ

Web-UIからConfigをアップロード

関連製品ーCANape Kernel概要

CANapeから生成したConfig

Web-UI経由でアップロード
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デスクトップ版との機能差

関連製品ーCANape Kernel概要ーCANapeとの機能差

◆ 比較表
CANape CANape Kernel 24 Comment

自動化

REST-API ✓

SL-API ✓

ASAP3 (DLL, COM) Not supported / Planned

iLink RT Not supported / Planned

ECU計測

CCP on CAN Not supported / Planned

XCP on CAN/FR/Eth Not supported / Planned Linux: Requires ASAM CMP 1.1 with "send" functionality

XCP on Eth (RJ45) ✓ Requires XCP 1.3 or newer (support of 1.2 under development for Bosch Radar Gen. 7)

XCP on LIN Not supported / Planned

XCP on SXI Not supported / Planned

XCP on UserDLL Not supported / Planned

VX1000 ✓

SOME/IP postp. 

DLT Not supported / Planned

Security Not supported / Planned

Diagnostic / DoIP Not supported / Planned

OBD-II Not supported / Planned

ETK / ES8xx Not supported / Planned

Simulink XCP Server Not supported / Planned

HEXedit Not supported / Planned

モニタ (バス)

CAN/CAN-FD, LIN, FR (Signal oriented) postp. Win (XL-API und CMP Layer4 - 2 via USB Adapter oder VP) Linux (CMP Layer4 und 2)

LIN, FR (Bus logging) postp. Win (XL-API und CMP Layer4 - 2 via USB Adapter oder VP) Linux (CMP Layer4 und 2)

CAN/CAN-FD (Bus logging) ✓ Win (XL-API und CMP Layer4 - 2 via USB Adapter oder VP) Linux (CMP Layer4 und 2)

ETH (Bus logging) ✓ Win (XL-API und CMP Layer4 - 2 via USB Adapter oder VP) Linux (CMP Layer4 und 2)

MOST Not supported / Planned

CANreplay Not supported / Planned

CANopen Not supported / Planned

モニタ (I/O)

CSM Not supported / Planned

Analog measurement devices (NI,…) Not supported / Planned

Vector IO (z.B. VN89, VN1630) Not supported / Planned

Customer HW via DAIO Interface Not supported / Planned

ES 6xx Not supported / Planned

Signal generator Not supported / Planned

GPS (USB) postp. 

✓: 対応 | postp., Not supported / Planned: 現状非対応かつ対応予定 | -: 計画なし *”現状”…26年3月時点
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デスクトップ版との機能差

関連製品ーCANape Kernel概要ーCANapeとの機能差

◆ 機能表

CANape CANape Kernel 24 Comment

Video

VX1161.5x ✓

Axis ✓

DirectShow based ✓

GigE ✓

AVB Not supported / Planned

H.264 Encoding ✓

Anonymization -

オーディオ

DirectShow based ✓ Not supported under Linux?!?!

Audio (analog) Not supported / Planned

Audio comment ✓ Not supported under Linux?!?!

ADAS

Radar raw data ✓

LiDAR like Velodyne, Ibeo, Hesai, 
RoboSense, Quanergy,…

✓ Option DAが必要。次のデバイスはLinuxでは非対応: IbeoHAD, IbeoLux, Quanergy, Livox

Custom spezific PD ✓ Requires CANape Kernel Option DA

DDS ✓ Needed also for arm64 ? Yes!

アルゴリズム

CASL Functions ✓ Only with algebraic/logical Functions

Algebraic Functions ✓

High Speed Functions Not supported / Planned

MATLAB/Simulink DLL Not supported / Planned

C-RT DLL Not supported / Planned

FMU Not supported / Planned

CANape Scripts (Taskmanager) Not supported / Planned

Bypassing Not supported / Planned

STIM Not supported / Planned

計測設定

Multiple Recorder, Trigger,… ✓

Time sync HW Line Not supported / Planned

GPS/TAI Reference Clock (UTC) Not supported / Planned

VTSS (incl. PTP Master) ✓ Vector Time Sync Service for Windows only - not supported unter Linux

PTP 4 Linux ✓ Linux only - under development

XTSS Not supported / Planned from b-plus

SystemInformation ✓ Over the CANape Kernel Configurator

✓: 対応 | postp., Not supported / Planned: 現状非対応かつ対応予定 | -: 計画なし *”現状”…26年3月時点
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デスクトップ版との機能差

関連製品ーCANape Kernel概要ーCANapeとの機能差

◆ 機能表

CANape CANape Kernel 24 Comment

適合

CCP Not supported / Planned

XCP Not supported / Planned

Flashen Not supported / Planned

CANape Option vCDM Not supported / Planned

Dataset management Not supported / Planned

可視化 Mobile UI ✓

計測データ
DL

REST-API ✓ Public REST-API for file download - only finalized files

クラウド

Smart Logger Management Not supported / Planned Logger Management and Project collaboratoin/distribution

File upload to vMDM postp. 

Control Room Not supported / Planned

✓: 対応 | postp., Not supported / Planned: 現状非対応かつ対応予定 | -: 計画なし *”現状”…26年3月時点
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API経由で3rd party製システムとの連携に対応

関連製品ーCANape Kernel概要ーAPI / Web-UI

◆ REST-API概要

Swagger UIから詳細仕様を確認可能です。
[ip:8080]/api/swagger/ui
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Web-UIでは基本的な計測やモニタ、データのダウンロード等が可能

関連製品ーCANape Kernel概要ーAPI / Web-UI

◆ Web-UI概要
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• 10mm ホール加工
• IP67対応

• 基板へPOD固定

VXシリーズ: RAM計測・適合に特化したハード。簡単に高性能な計測環境を構築することが可能

関連製品ー VX1000

脚注：https://www.vector.com/it/it/products/products-a-z/hardware/vx1000/vx1000-accessories/#

対応

マイコン
対応確認

要件確認 / 構成提案
/ 見積 / 試用

基盤借用 / 開発

要確認

• Jtag, DAP, SWD
• Rate: 約1~3MB/s
• 23 * 24 * 7mm
• -40 ~ 135℃

• Aurora, TPIU etc
• 50~100MBオーダー
• 40 * 35 * 9mm
• -40 ~ 115℃

• Base module不要
• Serial用途
• 37 * 35 * 9mm
• -40 ~ 120℃

Serial HSSL XPOD

• RAM *1chのみ
• Uplink rate: 100Mb/s

12.5MB/s
• 106 * 115 * 32mm

• RAM *1ch, CAN *5ch
• Uplink rate: 1Gb/s

125MB/s
• 172 * 147 * 55mm

• 各種カードから 6枚選定
• Uplink rate: 10Gb/s

1250MB/s *4(40Gb/s)

• 342 * 256 * 95mm

VX1060 VX1135 VX1161

ECU筐体マウント 基盤設置

◆ PODのバリエーション

◆ Base moduleのバリエーション

◆ ECUへの接続方法

◆ 導入まで
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VXシリーズ: RAM計測・適合に特化したハード。簡単に高性能な計測環境を構築することが可能

関連製品ーVX1000

◆ 接続イメージ ◆ VX1135

◆ POD~デバッグI/F

Flex-PCB

Pigtail cable

Enclosure & POD

Base module

電源ポート

To PC (Eth)
CAN *5ch

RH850 F1L

Jtag 14pin
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各種CAN, CAN-FD, LIN, 車載Ethernetデバイスを利用可能

関連製品ー ネットワーク

VN1600シリーズ VN5000シリーズ VN8900シリーズ

イメージ

概要

• ネットワークインターフェイス

• CAN/CAN FD/CAN XL

• LIN、K-Line、J1708、IO対応

• USB/EthernetによるPC接続

• 車載Ethernet計測用デバイス
• 各種ネットワーク計測

• スタンドアローン対応

CANapeとの

利用例

• RAM値と合わせたCANの計測や解析

• 簡易的なCAN送信

• XCP on CAN経由でのRAM計測/適合

• RAM値と合わせたEthernetの計測や解析

• XCP on Ethernet経由でのRAM計測/適合

• 各種ネットワーク計測

• バイパス

バリアント>7 バリアント>11 バリアント>3

◆ ネットワーク用デバイス

• CAN, LIN, Ethernet取得用モジュールに対応

• 計測対象のスケールに合わせて選定が可能

• CANoe/CANalyzerと共用が可能

POINT
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各種アナログ計測デバイスや、汎用デバイスの利用が可能

関連製品ー アナログ&他

CSMシリーズ VIOシリーズ 汎用デバイス

イメージ

概要
• CAN, Ethernet経由でアナログデータを転送

• 電圧、温度、ひずみなど幅広く対応

• アナログ計測専用デバイス

• 取得対象に合わせてカードを選定

• 電圧、温度、ひずみなど幅広く対応

• カードはVX1161と互換性あり

• ベクター製GPS計測デバイスCANgps

• 汎用カメラデバイスとしてUSB Camera, GigE 

Visionなどへ対応

• Windows対応のマイクデバイスから波形や、音

声データを同期計測可能

CANapeとの

利用例
• RAM値と合わせた温度、電圧値の計測や解析 • RAM値と合わせた温度、電圧値の計測や解析 • 走行映像やGPS情報を同期計測

◆ アナログ・他汎用デバイス

RAM, CANのみならず、電圧やGPS計測に対応POINT
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補足: CSMシリーズを活用してアナログデータをCAN転送可能

関連製品ー アナログ&他

◆ CSM CANモジュールのセットアップ方法

モジュール1台のみの場合 モジュール複数台の場合

CANインターフェイス

K74（終端抵抗）

12V/24Vバッテリー

安定化電源

K176

CANインターフェイス

12V/24Vバッテリー

安定化電源

K176

K70センサーケーブル
※切りっ放し

BNCコネクタ

バナナプラグ

K74（終端抵抗）

CAN1chでアナログの多チャンネル計測に対応POINT
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AD/ADAS等、高い計測パフォーマンスが求められる場合は専用ハードを推奨

関連製品ー 高性能ロガー

VP6000シリーズ VP7000シリーズ

イメージ

概要

• 大容量、高レート対応車載PC

• CAN拡張可能

• 10Gb eth *2, 1Gb eth *3

• USB3.2 gen1 *3

• 大容量、高レート対応車載PC

• CAN拡張対応

• 10Gb eth *6, 1Gb eth *3

• USB3.2 gen1 *4, USB2 *4

CANapeとの

利用例

• AD/ADAS系車載カメラ計測、LiDAR計測など大容量システムを対

象とした検証評価

• AD/ADAS系車載カメラ計測、LiDAR計測など大容量システムを対

象とした検証評価

◆ 高性能ロガー

最大128TBストレージ対応POINT
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概要 

計測 

解析 

適合 

リプログラミング 

診断

MBD連携

自動化・API

オプション
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電動PWT開発: CANapeによるデータ計測・適合の一元化

ユースケースーパワトレECU開発適用

<開発対象> EV統合アーキ - パワトレドメインCUs

PT統合CU

INV fr. INV rr.

❶

❷

❹
BMU

❸

<当社提案> 全データ一元取得による右バンクの効率化を提案

C
G

W

No 取得対象

❶ RAM値

❷ RAM値×2

❸ バッテリ温度

❹ CAN-FD×n

VX

CS
M

CANap
e

計測・解析・適合 他社 Vector

作業効率が大幅に向上※

セットアップ・計測に要する時間:

85%減

脚注：※当社調べ

モデル

Linker 
MAP

ASAP2 Merger .a2l ASAP2 Updater .a2l

.c/.h

DaVinci

Coder

Auto-code

ビルド

.a2l

BSW設計

A2L自動生成

<実装プロセス展望>
設計〜実装の合理化

ソフト/定数管理
vCDMcenter

計測・解析・適合

アップロード
.hex

Target
IDE

ダウンロード

CANape

◆ 統合E/E PWT開発へCANapeを適用

◆ 今後の展望として、上流の開発プロセスを含めツールチェーン実装を検討
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<車載試験時のデバッガとしての使用>

 WinIDEA、Trace32のHWの代替

✓ VX1000を介してデバッグ可能

✓ ブレークポイント／変数のウォッチ

 車載試験時にデバッガHWへのつなげ直しが不要に

CANapeとデバッガの併用が可能

<Microsar環境でのメリット>

 同期計測のためのドライバ組込みをDaVinciで実施可能

✓ ソースコードの手動での変更は不要

DaVinciでマイコンに合わせたコンフィグ&コード生成

VX1000: DaVinciで計測のコンフィグが可能

ユースケースーBSW開発連携

<Adaptive Platformでの計測も可能>

 実ECUからドライバを介して計測対象とアドレスをVX1000が取得

✓ アドレスが変化しても計測可能

✓ A2Lファイルは不要

※仕様は変更になる可能性があります。あらかじめご了承ください。

XCPコマンドでCANapeがECUからRAMの情報を取得
VX1000ドライバに

RAM値の計測情報を登録

VX1000を介して測定情報を取得

 CANape

 EC   ith integrated 
V   erial P D

  CP on ET 

 De ugger
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 AUTOSAR マルチコア環境によるアプリケーションやタスクの実行順、タイミングを解析・チューニング

ユースケースー処理解析

TA.Desing

TA.Inspection

TA.Simulation

機能概要
・OSタスク、アプリケーション（SWC）の実行シーケンスを可視化
・スケジューリング、実行タイミングのチューニング
・ICEの実行トレースデータと組み合わせ検証
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制御コンポーネント実行順や実行負荷解析



CANoe

仮想ECUの計測適合 (~Lv.3)

ユースケースー仮想ECU/実機ECU評価手法

◆ 実機・仮想ECUの開発〜検証プロセス

実機

RTE

BSW
OS

MCAL

SWC A SWC B

BSW

IDE

SWC
Impl.

System 
Extract

仮想ECU

RTE

BSWVTT 
OS

VTT MCAL

SWC A SWC B

ビルド

CMake/
Visual Studio 

Project

D
a

V
in

c
i C

o
n

fi
g

u
ra

to
r 

C
la

ss
ic

vVIRTUAL
target 

pro

実
機

仮
想

E
C

U
 L

v
.3

CANape
RAMモニタ

適合
解析

VX1000

XCP

.a2l

.a2l

ASAP2TS

.elf

ASAP2TS

ビルド

.elf

MATLAB
自動適合

API

① MAPからA2Lを生成

② CANapeから実機/仮想適合

③ APIでMATLABとデータを取り交わす(自動適合)

1

1

2

3

BSW
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仮想ECUの計測適合 (Lv.4~)

ユースケースー仮想ECU/実機ECU評価手法

◆ 実機・仮想ECUの開発〜検証プロセス

CANape

仮想ECU (SPILS)

実機

VX1000ドライバ

VLAB

S32N

Application

Application

XCPスタックVX1000ドライバ

XCPスタック

XCPonEthernet

VX1000

XCPonEthernet

• 仮想・実ECU解析におけるCANape環境の再利用
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製品 項目 概要 URL

CANape

活用マニュアル CANapeの活用方法をまとめたマニュアル集です。用途別の使い方や運用の参考情報を参照いただけます。 ●

トレーニング CANape関連のトレーニングプログラムを案内するページです。習得レベルや目的に応じた教育メニューを確認いただけます。 ●

YouTube CANapeや関連製品の活用方法を動画で学べるチュートリアル集です。操作イメージを把握したい場合に有効です。 ●

VX1000

VX1000 Website RAM計測・適合向けハードウェア「VX1000」の製品概要、特長、対応マイコンなどを確認いただける製品紹介ページです。 ●

VX1000 Downloads VX1000で使用するアプリケーションドライバや設定ツールをダウンロードできるページです。導入時や更新時に利用いただけます。 ●

VX1000 Drawings VX1000関連製品の2D図面および3D STPデータを参照・取得できるページです。設置検討や筐体設計時に活用いただけます。 ●

VX1000マニュアル VX1000シリーズのマニュアルを参照できるページです。各デバイスの機能、仕様、ピン配列などを確認いただけます。 ●

全般

ナレッジベース 製品全般のナレッジベースです。ツール・ハードウェアの互換性情報や各種Tipsを参照いただけます。 ●

技術サポート 製品の使用方法や技術的な問い合わせを受け付けるサポートページです。利用にはアカウント登録が必要です。 ●

E-Learning 製品理解や操作習得に役立つE-Learningコンテンツを提供するページです。自己学習用途に活用いただけます。 ●

製品活用に役立つ情報・資料のご案内

サポートー参考資料

◆ 利活用情報リンク
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https://www.vector.com/jp/ja/know-how/vj-columns/vj-measurement-technology/vj-columns-canapetips/#c298051
https://academy.vector.com/jp/ja/courses#product=all&applications=&standards=&certification=false
https://www.youtube.com/playlist?list=PLhYRvRrLOTalz_j-AJMH8RjQMCjuRB2Mk
https://www.vector.com/jp/ja/products/products-a-z/hardware/vx1000/#c354172
https://www.vector.com/int/en/support-downloads/download-center/#product=%5B%2263388%22%5D&tab=1&pageSize=30&sort=date&order=desc
https://www.vector.com/int/en/products/products-a-z/hardware/vx1000/#c334547
https://www.vector.com/jp/ja/download/vx1000-manual/
https://support.vector.com/kb?id=kb_search&spa=1&language=ja
https://support.vector.com/gst
https://elearning.vector.com/


区分 機能 概要 URL

測定

内部RAM CCP,XCP等の各種ASAM標準プロトコルに対応/AUTOSAR DLT対応 ●
CAN/CAN FD パケットデータ取得やデータベース(※)を利用した物理データ計測に対応

※AUTOSAR arxm, CANdb, LDF等の業界標準規格を適用可 ●LIN
FlexRay

車載Ethernet

・各PHYデータパケットデータ(※1)取得や各種上位レイヤープロトコル(※2)の計測に対応
・TAPやSwitch接続によるPassive, Active計測対応
※1 10MBASE-T1S, 100/1000BASE-T1等
※2 AUTOSAR PDU, SOME-IP, XCPonEthernet, DoIP, DLT, Active SOME-IP等

●

弱電系 各種アナログデータ計測モジュールを利用したデータ計測が可能

●

強電系
電流
温度
ひずみ
加速度

GPS
GPSデバイスを利用した位置情報データ計測に対応：
CANgps

●

OBDⅡ/診断 データベースを利用したOBDデータの取得に対応 ●

Audio
各種音声デバイスを利用したデータ計測に対応：
例）PC内臓マイク、USBマイク

●

映像
各種映像デバイスを利用したデータ取得に対応：
DirectShow base camera, AVB, Context/Reference Camera,VX1161.5x Video

●

Radar Radarからの生データ計測に対応 ●

LiDAR
各種LiDARデバイスのデータ取得や点群表示に対応：
Hesai Pandar,IbeoHAD,Ibeo Lux,Quanergy,RoboSense,Velodyne

●

キャリブレーション パラメータ適合
a2lを利用したECUパラメータ適合やデータセットのインポート、エクスポートに対応
JTAG、DAP、LFAST、RTP/DMM、
Nexus AUX、AURORAなど

●

製品活用に役立つ情報・資料のご案内 (CANape機能別)

サポートー参考資料

◆ 利活用情報リンク
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https://www.vector.com/jp/ja/products/products-a-z/hardware/vx1000/#c354172
https://cdn.vector.com/cms/content/products/canape/Docs/CANape_ProductInformation_JP.pdf
https://www.youtube.com/watch?v=HEVAAWN5msI
https://www.vector.com/jp/ja/products/products-a-z/hardware/measurement-modules-csm/
https://www.vector.com/jp/ja/products/products-a-z/hardware/data-logger/accessories-for-smart-logger/#c354465
https://www.vector.com/jp/ja/products/solutions/diagnostic-standards/obd-on-board-diagnostics/
https://portal.vector.com/shared/8610d144-0775-4f0d-b7ee-f53ed080d4e4
https://portal.vector.com/shared/31de83dd-9ec4-4f65-8649-a97a18052913
https://portal.vector.com/shared/6d1730a7-204c-4624-8840-b73b8ce29e9a
https://portal.vector.com/shared/6d1730a7-204c-4624-8840-b73b8ce29e9a
https://www.vector.com/jp/ja/products/products-a-z/hardware/vx1000/#c354172


区分 機能 概要 URL

解析
物理解析

解析用グラフィカル機能を利用したデータの解析が可能
各種データベースの適用と物理値表示に対応 ●

生パケットデータ解析 トレース画面を利用した各種通信プロトコルの生値解析やバス負荷解析等に対応

リプロ
開発リプロ XCPプロトコルを利用したECUリプロが可能 ●

開発〜量産リプロ UDS規格を利用したECUフラッシングに対応 ●

MATLAB/
Simulink
統合

SIL CANapeランタイム環境にSimulinkモデルを統合することで制御アルゴリズムの評価が可能 ●

MIL Simulinkモデルに対してオンラインにCANapeからアクセスしコンポーネントの評価やパラメータ適合が可能 ●

RCP CANapeへモデルをインポート若しくはスタンドアロンデバイスへモデルをDLし、実環境に接続したバイパス評価が可能 ●

自動化

CANape操作の自動化 スクリプト機能による定型操作のオートメーション化が可能 ●

データ解析〜レポーティング スクリプト機能やデータマイニング機能を活用することで多数のデータから一括で解析処理〜レポート生成が可能 ●

外部からのCANape制御 ASAM MCD3 APIを介して外部アプリからCANapeのコントロールが可能 ●

クラウド連携
適合データセット運用

ECUデータセットの比較、コピー、インポート、エクスポートなどが可能
また、ECUパラメータをサーバー運用しチームで適合業務を効率的に推進することが可能

●

測定データ運用
測定データをツールから直接サーバーへUploadしたり、他メンバーが取得したデータをダウンロードするなどチームでインタラクティブに
データ運用することが可能

●

データベース

A2L A2Lファイルのマージ、比較、レポーティングなどが可能 ●

arxml AUTOSAR準拠のデータベースであるarxmlに対応 ●

CAN db CANデータベースファイルに対応 ●

CDD 診断系データベースの形式に対応 ●

カスタマイズ

ユーザー関数 ユーザーによる関数の作成と実行が可能 ●

スクリプト ユーザーによるスクリプトの作成と実行が可能 ●

UI作成 パネル機能を活用しユーザーインターフェイスをカスタマイズすることが可能 ●

他
a2l開発サーバー統合 A2L開発をCI統合することが可能 ●

リモート接続 HILSやテストベンチ等で使用する共用PCでのライセンス利用を想定し、製品をリモート環境で利用可能 ●

製品活用に役立つ情報・資料のご案内 (CANape機能別)

サポートー参考資料

◆ 利活用情報リンク
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https://cdn.vector.com/cms/content/products/vsignalyzer/Docs/vSignalyzer_ProductInformation_JP.pdf
https://cdn.vector.com/cms/content/know-how/VJ/PDF/For_Beginners_XCP.pdf
https://www.vector.com/jp/ja/products/products-a-z/software/vflash/#c302904
https://cdn.vector.com/cms/content/events/2018/Webinars18/Vector_Webinar_CANape_MATLAB_Simulink___20180222.pdf
https://portal.vector.com/shared/5572e0bf-d9e4-4453-b2f4-9b007767f922
https://cdn.vector.com/cms/content/events/2018/Webinars18/Vector_Webinar_CANape_MATLAB_Simulink___20180222.pdf
https://cdn.vector.com/cms/content/products/canape/Docs/CANape_CASL_Manual_EN.pdf
https://www.youtube.com/watch?v=p4f_pa-TXzs
https://cdn.vector.com/cms/content/know-how/_application-notes/AN-AMC-1-103_CANape_ASAM_MCD3_Interface.pdf
https://www.vector.com/jp/ja/products/products-a-z/software/canape/canape-option-vcdm/#c357807
https://www.vector.com/jp/ja/products/products-a-z/software/vmdm/
https://www.vector.com/jp/ja/products/products-a-z/software/asap2-tool-set/
https://cdn.vector.com/cms/content/know-how/VJ/PDF/CANape_ForBeginners_ver2107.pdf
https://cdn.vector.com/cms/content/know-how/VJ/PDF/CANape_ForBeginners_ver2107.pdf
https://www.vector.com/jp/ja/products/products-a-z/software/canape/canape-application-areas/#c355309
https://portal.vector.com/shared/4c05c278-31a4-4ee1-bb58-580c79f5dac4
https://portal.vector.com/shared/ebea1f09-8659-4356-95c3-d0682adeaf62
https://portal.vector.com/shared/497e8a57-8f9f-44a8-943a-b77b53e55ac1
https://www.vector.com/jp/ja/products/products-a-z/software/asap2-tool-set/#c345982
https://www.vector.com/jp/ja/news/news/vjnews23041201/


付属デモを参照することでCANapeの様々な機能の活用方法を確認可能

サポートーCANape付属デモ

◆ 利活用情報リンク

メニューを起動

1

デモを選択

2

デモを起動
3

Overview O
v
e

rv
ie

w

Measure

M
e

a
su

re

Analysis

A
n

a
ly

sis

Calib.

C
a

lib
.

Reprogram R
e

p
ro

g
ra

m

Diagnostic D
ia

g
n

o
stic

MBD

M
B

D

AutoAPI A
u

to
&

A
P

I

Options

O
p

tio
n

s

Toolchain T
o

o
lc

h
a

in

UseCase

U
se

C
a

se

Support

S
u

p
p

o
rt



CANoeとの比較

サポートーCANoe比較

CANape

➢ 適合ツールとして設計

➢ RAM計測や適合、解析に特化

CANoe

➢ ネットワーク開発・テストツール

➢ 高度なノードシュミレーションや自動テストに最適

特徴 右バンクの全般の計測・適合・解析業務に特化 ネットワーク開発、自動I/Oテスト、シュミレーションに特化

各種ネットワーク計測 広く標準対応 広く対応 ※LINやEthernet、XCPはオプションが必要

RAM計測 標準対応 オプションAMD/XCPが必要

適合 / 適合管理 A2L作成、パラメータ管理含め広く対応
オプションAMD/XCPが必要 
※マップやテーブル適合不可、パラメータ管理非対応、A2L作成非対応

Stim/Bypass フレキシブルに対応 オプションAMD/XCPが必要 ※DAQ同期不可

リプログラミング XCP/UDSいずれも可 非対応

MBD連携 SIL, MIL, Bypassに対応 SILに対応

ネットワーク/ノードシュミレーション 不可 ※簡易的なCAN送信等が可 高度なシュミレーションに対応

自動化テスト対応 スクリプトやAPIで対応 CAPL, API, vTESTstudioで対応

◆ CANoeとの機能比較
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Your questions are welcome!

Your questions are welcome!

http://www.vector.com/
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